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２００９年度のベスト４ピープル 
新聞：Post Today   日付：２００９年１２月３０日 

４）スシャナー シャワニッシュ：海洋科学者。タイ女性科学者初

南極研究の参加。スシャナは第５１次日本南極地域観測隊に参加。

彼女の参加目的は、南極沿岸域の魚類の生態を明らかにすることと、

沿岸の各池の堆積物を採取するとともに、日本南極地域観測隊での

現地調査の実態を調査し、タイ国での南極研究の発展に資する情報

を収集・発信する。南極昭和基地およびその周辺での調査は１２月

中旬から２月上旬までの約７、８週間である。２００８年度の第６

回「For Women in Science Fellowship 」受賞（by L’Oreal in 

Cooperation with the Thai National Commission for UNESCO ）。

2009 年度は日本の観測隊と南極昭和基地に行け光栄だと語った。 

 

２００９年度の女性ベスト１０。 
新聞：Khao Sod  日付：２００９年１２月３０日 

１０）スチャナー シャワニッシュ博士 

 

２００９年度科学ニュース ベスト８ 
新聞：Nation Group  日付：２００９年１２月２８日 

２位 女性の年 

  ノーベル賞受賞者５人のうち３人は女性。（中略） 

  そして昨年度（２００８年）一人の受賞者、スチャナー シャワニッシュ（チュラロンコン

大学理学部海洋科学科）は２００９年１１月下旬から２０１０年３月中旬まで、第５１次日本観

測地域観測隊に参加、タイ女性科学者としてはじめて南極を踏むことになる。 

 
2010 年のニュース 
チャンネル７(1 月 1 日付け)およ

びタイ PBS（1 月 5 日付け）放送で、

昭和基地に到着し、魚の採取等の

氷上調査をしている様子が報道さ

れた。 

 
＜出発前＞ 

バンコクポスト  
 10 月 2 日付け電子版（右） 
 11 月 21 日付け電子版 
ザ・ネイション  
 10 月 1 日付け電子版 等 
 
1 月 19 日 昭和基地とチュラロンコン大学、極地研の三元 TV 会議実施 
 フジ TV、時事通信社バンコク支局を含め、タイの TV、新聞等メディアが取材。 

バンコクでは生中継の様子が夜、朝のニュースで紹介されたとのこと。 


